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政
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え
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さ
ん
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▲

ウ
ェ
ブ
参
加
で
思
い
を
訴
え
る
岸
ま
き
こ
さ
ん

　

冒
頭
、
岡
本
委
員
長
は
主

催
者
を
代
表
し
て
、「
人
事

院
の
民
間
給
与
実
態
調
査
が

終
わ
り
、
い
よ
い
よ
人
勧
期

闘
争
が
本
格
化
す
る
。
今
年

は
全
世
代
の
月
例
給
引
き
上

げ
を
め
ざ
し
、
署
名
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
通
勤
手
当
に
関
し
て
も

ガ
ソ
リ
ン
代
高
騰
を
受
け

て
、
交
通
用
具
利
用
者
の
実

態
を
踏
ま
え
た
改
善
を
要
請

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
市

町
村
で
人
材
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
合
格
者
の
辞
退

や
離
職
が
相
次
ぎ
、『
人
が

足
り
な
い
』
と
悲
鳴
が
あ
が

っ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に

　

府
本
部
は
６
月
１３
日
、
ラ

ボ
ー
ル
京
都
で
政
治
・
政
策

学
習
会
を
開
催
し
、
全
国
比

例
お
よ
び
京
都
選
挙
区
か
ら

７
月
の
参
議
院
選
挙
へ
の
立

候
補
を
予
定
し
て
い
る
２
名

の
候
補
予
定
者
か
ら
決
意
表

明
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

学
習
会
は
、
岡
本
委
員
長
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
平

井
解
放
同
盟
委
員
長
、
福
山

参
議
院
議
員
な
ど
か
ら
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

全
国
比
例
区
か
ら
の
立
候

補
を
予
定
し
て
い
る
岸
ま
き

こ
参
議
院
議
員
は
、
２
０
１

は
、賃
金
だ
け
で
な
く
、長
時

間
労
働
や
休
暇
の
取
り
づ
ら

さ
が
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、働

き
方
改
革
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
、
男
女
格
差
の
是
正
な

ど
を
通
じ
て
『
こ
こ
で
働
き

た
い
』
と
思
え
る
職
場
に
し

な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た

め
に
も
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
組
織
内
議
員『
岸
ま
き
こ
』

さ
ん
の
上
位
当
選
を
め
ざ
し

た
い
。
地
域
手
当
の
交
付
税

減
額
の
見
直
し
を
実
現
で
き

た
の
も
組
織
内
議
員
の
力
が

大
き
く
、岸
さ
ん
の
得
票
が
、

自
治
労
の
発
言
力
に
つ
な
が

る
。
京
都
選
挙
区
『
山
本
わ

か
こ
』さ
ん
と
も
ど
も
、各
単

９
年
の
初
当
選
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
奔

走
し
、
現
場
と
国
政
の
乖
離

を
埋
め
る
べ
く
、
自
治
体
や

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
を
訴

え
て
き
た
と
語
っ
た
。特
に
、

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤

勉
手
当
の
実
現
に
向
け
た
法

改
正
な
ど
、
制
度
改
善
に
力

を
尽
く
し
て
き
た
こ
と
を
報

告
し
た
。
ま
た
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
基
本
法
の
改
正
を
次
の

目
標
に
掲
げ
、「
地
域
で
暮

ら
す
住
民
の
命
と
生
活
を
支

え
る
公
共
の
役
割
を
強
化
す

る
た
め
に
、
現
場
の
声
を
国

政
に
届
け
続
け
た
い
」
と
力

強
く
訴
え
た
。

　

一
方
、
京
都
選
挙
区
か
ら

組
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
全

力
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

の
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る

山
本
わ
か
こ
さ
ん
は
、
京
都

北
部
を
拠
点
に
衆
議
院
議
員

と
し
て
活
動
し
て
き
た
経
験

を
踏
ま
え
、
地
域
に
根
差
し

た
政
治
の
重
要
性
を
語
っ

た
。特
に
、父
親
の
闘
病
と
高

額
療
養
費
制
度
に
支
え
ら
れ

た
経
験
か
ら
、
医
療
制
度
の

改
悪
に
強
く
反
対
す
る
姿
勢

を
示
し
た
。
政
府
が
進
め
よ

う
と
し
た
自
己
負
担
上
限
額

▼
国
保
労
組
・
岩
﨑
中
央
委

員
…
被
用
者
保
険
の
適
用
拡

大
に
よ
り
国
保
連
の
収
入
減

や
雇
用
問
題
が
懸
念
さ
れ

る
。
引
き
続
き
社
会
保
障
検

討
委
員
会
で
の
議
論
と
各
単

組
の
協
力
を
要
請
し
た
い
。

▼
八
幡
市
職
労
・
髙
橋
中
央

委
員
…
参
議
院
選
挙
に
つ
い

た
い
」と
あ
い
さ
つ
。議
事
に

入
り
、
経
過
報
告
と
一
般
会

計
・
特
別
会
計
中
間
決
算
、

監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
第
１
号
議
案
・
当

面
の
闘
争
方
針
案
、
第
２
号

議
案
・
２
０
２
６
‐
２７
年
度

の
役
員
定
数
案
が
執
行
部
よ

り
提
起
さ
れ
た
。
中
央
委
員

か
ら
の
発
言
に
対
す
る
執
行

部
の
答
弁
を
受
け
て
採
決
に

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
「
命

を
支
え
る
制
度
を
守
る
の
が

政
治
の
責
任
」と
訴
え
た
。ま

た
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
実

現
や
、
米
価
高
騰
と
農
業
の

危
機
に
対
応
す
る
政
策
の
必

要
性
を
力
説
し
、「
弱
い
立

場
に
寄
り
添
う
政
治
を
取
り

戻
す
た
め
に
、
も
う
一
度
国

政
に
挑
む
」と
力
を
込
め
た
。

　

最
後
に
、
府
本
部
ユ
ニ
オ

ン
カ
レ
ッ
ジ
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
歌
と
演
奏
で
２
人
に
エ
ー

ル
を
送
り
、
学
習
会
を
締
め

く
く
っ
た
。
府
本
部
は
今
後

も
、
労
働
者
と
住
民
の
暮
ら

し
を
守
る
政
治
の
実
現
に
向

け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

て
。
比
例
区
は
公
務
員
の
労

働
基
本
権
回
復
を
め
ざ
す
自

治
労
組
織
内
「
岸
ま
き
こ
」

さ
ん
、
京
都
選
挙
区
は
「
山

本
わ
か
こ
」
さ
ん
の
当
選
に

向
け
、
全
力
で
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

▼
答
弁
・
増
永
書
記
長
…

【
国
保
】
年
金
改
革
法
成
立

に
よ
る
国
保
職
員
へ
の
影
響

に
つ
い
て
、
制
度
改
革
と
雇

移
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
可

決
・
承
認
さ
れ
た
。
第
３
号

議
案
で
は
、
欠
員
と
な
っ
た

執
行
委
員
の
補
充
が
行
わ
れ

用
確
保
は
一
体
の
課
題
で
あ

り
、
府
本
部
の
社
会
保
障
検

討
委
員
会
で
継
続
的
に
議
論

し
て
い
く
。【
八
幡
】「
岸
ま

き
こ
」
さ
ん
の
ト
ッ
プ
当
選

を
め
ざ
し
、
自
治
労
は
３０
万

票
を
目
標
に
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。
京
都
選
挙
区
で
は

「
山
本
わ
か
こ
」
さ
ん
の
必

勝
に
向
け
、
府
本
部
一
丸
で

全
力
を
尽
く
す
。

た
【
写
真
】。

　

闘
争
宣
言
案
を
採
択
し
、

最
後
に
中
谷
副
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

　

最
近
「
勇
者
」

だ
と
思
わ
せ
る
人

を
見
か
け
、
気
に

な
っ
て
「
勇
者
と

は
」
と
改
め
て
調

べ
て
み
た
▼
一
般
的
に
は

「
勇
気
あ
る
者
」「
英
雄
的

な
行
動
を
と
る
者
」
と
定
義

さ
れ
る
と
あ
っ
た
。
ま
た
、

多
く
の
場
合
、
強
大
な
敵
や

未
曾
有
の
困
難
を
前
に
し
て

も
、
く
じ
け
ず
に
挑
み
続
け

る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
勇
気
は
、
必
ず
し
も
生
ま

れ
な
が
ら
に
備
わ
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
く
、
内
面
か
ら

わ
き
起
こ
る
信
念
や
使
命

感
、
時
に
は
愛
す
る
人
や
大

切
な
目
的
の
た
め
に
湧
き
上

が
る
も
の
と
も
あ
っ
た
。
私

の
見
か
け
た
「
勇
者
」
は
困

難
を
前
に
し
て
も
挑
み
続
け

る
姿
が
私
に
そ
う
思
わ
せ
た

の
だ
ろ
う
▼
日
常
生
活
、
社

会
の
中
に
も
勇
者
は
存
在
し

て
い
る
。
そ
れ
は
一
人
の
特

別
な
人
で
な
い
。
自
分
や
誰

か
の
た
め
に
声
を
上
げ
た

り
、
新
し
い
挑
戦
を
は
じ
め

た
り
、行
動
し
た
り
す
る（
で

き
る
）
人
は
み
な
勇
者
だ
と

思
う
▼
人
か
ら
褒
め
ら
れ
る

た
め
す
る
の
で
は
な
く
自
分

の
信
念
（
思
い
）
で
動
く
こ

と
は
簡
単
な
よ
う
で
な
か
な

か
大
変
で
あ
る
。
み
な
自
分

の
こ
と
で
大
変
だ
か
ら
で
あ

る
。
な
ら
ば
、
人
の
た
め
に

何
か
し
て
い
る
「
勇
者
」
を

応
援
で
き
る
社
会
で
あ
れ
ば

い
い
な
と
思
う
。�

（
Ａ
）

　
府
本
部
は
６
月
１３
日
、
第
１
８
３
回
中
央
委
員
会
を
京
都
市
・
ラ
ボ

ー
ル
京
都
で
開
催
。
２
０
２
５
人
勧
期
闘
争
や
参
議
院
選
挙
勝
利
に
向

け
た
当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
３
つ
の
議
案
と
中
間
決
算
を
含
む
経
過
報

告
を
確
認
し
た
。
出
席
中
央
委
員
数
は
１６
単
組
か
ら
３６
人
で
、
女
性
参

画
率
は
３６
・
１１
％
と
な
っ
た
。

執
行
委
員
に

執
行
委
員
に

選
出
さ
れ
た
３
人

選
出
さ
れ
た
３
人

会
場
発
言・答
弁

人
勧
期
闘
争
、参
議
院
選
挙
勝
利
に
全
力

人
勧
期
闘
争
、参
議
院
選
挙
勝
利
に
全
力

府本部第183回中央委員会

府本部が政治・政策学習会

比例区
岸まきこ

京都選挙区
山本わかこ

現
場
の
声
を
国
政
に

現
場
の
声
を
国
政
に

声
を
力
に
、一
歩
前
へ

声
を
力
に
、一
歩
前
へ

家
計
が
第
一

家
計
が
第
一

府
本
部
が
推
薦
す
る
予
定
候
補
者
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▲自治労京都市職VS八幡市職労の決勝戦

情報交換・交流会JI-UP

▲優勝した自治労京都市職労チーム

▲自分たちの賃金を真剣に計算

　

府
本
部
は
６
月
２１
日
、
八

幡
市
民
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
第
４５
回
ス
ポ
ー
ツ

大
会
軟
式
野
球
の
部
を
開

催
。
４
チ
ー
ム
９２
人
が
参
加

し
た
。
雨
天
の
た
め
２
度
の

順
延
と
な
り
、
快
晴
の
中
行

わ
れ
た
。

　

１
回
戦
・
Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
前
年
度
優
勝
の
京
交
労

組
Ｖ
Ｓ
自
治
労
京
都
市
職
。

京
都
市
職
は
３
‐
６
で
迎
え

た
５
回
裏
。
２
死
２
・
３
塁

か
ら
３
塁
打
と
四
球
や
エ
ラ

ー
を
絡
め
て
一
挙
４
点
を
奪

い
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
決
勝
に

駒
を
進
め
た
。

　

Ｂ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
京
田

辺
市
職
と
八
幡
市
職
労
が
対

戦
。一
進
一
退
の
攻
防
の
末
、

２
‐
２
の
同
点
で
試
合
終
了
。

規
定
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で

八
幡
市
職
労
が
勝
利
し
た
。

　

決
勝
は
、
自
治
労
京
都
市

職
Ｖ
Ｓ
八
幡
市
職
労
。
１
回

表
、
京
都
市
職
は
相
手
先
発

投
手
の
乱
調
に
よ
る
四
死
球

な
ど
で
２
点
を
先
制
。
３
回

に
も
四
死
球
と
パ
ス
ボ
ー
ル

で
２
点
を
追
加
し
た
。
３
回

裏
、
八
幡
は
ヒ
ッ
ト
と
四
球

な
ど
を
絡
め
て
１
点
を
返

す
。
そ
の
後
も
ラ
ン
ナ
ー
は

出
す
も
の
の
、
追
加
点
は
奪

え
な
か
っ
た
。
６
回
表
に
京

都
市
が
追
加
点
を
挙
げ
勝
負

あ
り
。

　

自
治
労
京
都
市
職
は
２
０

１
１
年
以
来
、
１４
年
ぶ
り
の

優
勝
。
８
月
４
日
か
ら
奈
良

県
で
開
催
さ
れ
る
近
畿
地
連

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　

京
都
市
職
の
早
川
監
督
は

「
久
し
ぶ
り
の
地
連
大
会
。

現
業
職
場
で
の
採
用
が
再
開

さ
れ
た
結
果
だ
。
ま
ず
は
１

回
戦
突
破
を
め
ざ
し
て
チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
力
を
合
わ
せ

て
試
合
に
臨
み
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
た
。

　

府
本
部
町
村
評
は
６
月
７

日
、
京
都
市
内
で
「
賃
金
権

利
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
４

月
に
採
用
さ
れ
た
新
入
組
合

　

自
治
労
京
都
府
本
部
労
組

法
適
用
組
合
協
議
会
（
Ｊ
Ｉ

‐
Ｕ
Ｐ
京
都
）は
５
月
２３
日
、

情
報
交
換
・
交
流
会
を
ウ
ィ

ン
グ
ス
京
都
で
開
催
し
、
８

単
組
２４
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
西
村
議
長
は

「
労
働
組
合
の
役
割
は
、
働

く
仲
間
の
雇
用
を
守
り
、
賃

金
改
善
を
実
現
し
、
職
場
の

労
働
環
境
を
改
善
し
て
い
く

こ
と
。
Ｊ
Ｉ
‐
Ｕ
Ｐ
に
集
ま

員
を
中
心
に
４
単
組
１７
人
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
河
島
理
絵
議
長
は

こ
の
春
入
職
し
た
参
加
者
に

る
単
組
は
職
種
や
組
合
員
数

も
様
々
。
各
単
組
の
課
題
や

悩
み
な
ど
あ
れ
ば
相
談
に
の

り
、
解
決
に
向
け
て
と
も
に

考
え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

集
会
で
は
、
自
治
労
本
部

組
織
拡
大
オ
ル
グ
の
北
川
啓

子
さ
ん
よ
り
「
公
共
民
間
職

場
～
組
合
活
動
の
活
性
化
」

と
題
し
た
講
演
を
聞
い
た
。

講
演
の
内
容
は
大
き
く
３

む
け
、「
入
庁
式
か
ら
早
く

も
２
カ
月
が
経
過
し
た
が
、

職
場
の
環
境
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ

る
と
思
う
が
、
そ
ん
な
時
は

い
つ
で
も
組
合
を
頼
っ
て
ほ

し
い
。
本
日
は
、
私
た
ち
の

給
与
の
仕
組
み
と
自
治
労
共

済
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
た

だ
く
。
と
て
も
タ
メ
に
な
る

話
な
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
質
問
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
笠
置
町
職

の
辻
村
詩
織
さ
ん
を
講
師

に
、「
自
分
の
賃
金
、
自
分

で
計
算
」
と
題
し
た
講
演
を

点
。
①
労
働
基
準
法
な
ど
の

労
働
法
制
の
中
で
は
、
労
働

者
と
使
用
者
は
対
等
な
立

場
。
労
働
組
合
を
結
成
し
、

職
員
の
権
利
擁
護
と
職
場
環

境
の
改
善
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
②
単
組
活
動
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
利
用
し
て

組
合
活
動
を
振
り
返
り
、
更

な
る
組
織
強
化
・
拡
大
を
勝

ち
取
ろ
う
。
③
単
組
紹
介
を

兼
ね
て
、
各
単
組
が
近
況
報

告
を
行
っ
た
。
今
後
と
も
、

情
報
共
有
の
た
め
府
本
部
な

ら
び
に
自
治
労
京
都
市
職
と

の
連
携
を
強
め
て
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
性
を
確
認
し

た
。

　

ま
た
、
今
夏
の
参
議
院
選

挙
で
は
、
公
共
民
間
職
場
か

ら
の
声
を
代
表
す
る
「
岸
ま

き
こ
」
さ
ん
の
当
選
に
向
け

た
た
た
か
い
を
展
開
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

受
け
た
。
参
加
者
は
地
方
公

務
員
の
給
与
制
度
や
算
定
方

法
、
各
市
町
村
間
の
制
度
の

違
い
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
自
分
の
給
与
明
細
を

基
に
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支

給
額
を
計
算
す
る
な
ど
賃
金

の
仕
組
み
を
学
ん
だ
。

　

次
に
、
自
治
労
本
部
が
作

成
し
た
自
治
労
共
済
の
説
明

動
画
を
視
聴
。
児
玉
前
青
年

部
長
が
労
働
組
合
の
必
要
性

と
自
治
労
共
済
の
目
的
や
活

用
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
社

会
人
に
な
っ
た
今
、
マ
ネ
ー

プ
ラ
ン
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
人
生
で
お
金
が
か
か
る

保
険
に
つ
い
て
、
自
治
労
共

済
は
掛
金
が
安
く
抑
え
ら

れ
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
を
学
習
し
た
。
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組合活動を活性化しよう

自
分
の
賃
金
、自
分
で
計
算

自
分
の
賃
金
、自
分
で
計
算

京
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市
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が
　
　
優
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１４
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